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平成 22 年７月 15 日 

 

各      位 

会 社 名  株式会社サカタのタネ 

代表者名  代表取締役社長 坂田 宏 

（コード番号 1377    東証第 1部） 

問合せ先 執行役員経理部長 宇治田明史 

（TEL．  045 － 945 － 8800） 

 

 

業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 平成２２年１月１３日に公表しました平成２２年５月期の業績予想と、本日公表の平成２２年５月期決算に差

異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成２２年５月期通期業績予想との差異（平成２１年６月１日～平成２２年５月３１日） 

（１）連結業績予想値と実績値との差異 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 46,500 950 1,100 450 9.80 

実    績    値（Ｂ） 46,518 1,675 1,835 1,001 21.80 

差    異    額（Ｂ－Ａ） 18 725 735 551  

差    異       率（％） 0.0 76.3 66.9 122.5  

前期実績（平成 21 年 5月期） 45,355 1,186 675 △1,709 △34.75 

 
 
（２）個別業績予想値と実績値との差異 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 33,000 400 800 500 10.89 

実    績    値（Ｂ） 32,636 862 1,049 558 12.16 

差    異    額（Ｂ－Ａ） △363 462 249 58  

差    異       率（％） △1.1 115.6 31.2 11.7  

前期実績（平成 21 年 5月期） 32,409 406 272 △1,802 △36.64 
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２．差異の理由 
 

（１）当平成２２年５月期通期決算においては、野菜種子の販売が国内外の全地域で好調に推移しました。特に

当社の戦略商品である、ブロッコリー、トマト、キャベツ、ニンジン、ネギ等が業績を牽引いたしまし

た。当社取扱商品においてこれら野菜種子の利益率は相対的に高く、その結果、売上高は前期微増にと

どまったものの、連結、個別業績の増益要因となりました。 

（２）平成２２年１月に公表した業績予想においては、花種子販売の不振の影響、および、円高による為替の影

響を考慮し、連結の業績予想を下方修正いたしました。しかしながら、第４四半期においても上記の好

業績が持続したこと、ブラジルレアルについては円安となり南米地域の業績を後押ししたこと、第４四

半期期末において大口輸出取引の成約があったこと、から今回大幅増益となったものです。 
 

 

 

 

 

以上 


